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議案第１号 平成 25 年度事業報告および歳入歳出決算書の承認について 

 

１ 事業実施概況 

 平成 23 年 3月 11 日に発生した東日本大震災は、地震・津波による

水稲作付不能や原発事故による作付制限、風評被害など本県の農業に

甚大な影響をもたらしましたが、平成 25 年度は広野町、川内村で作

付が再開されるなど、徐々にではありますが、復興に向け前進してい

ます。 

 このような中で、本県の 25 年産主食用米の実作付面積は前年に比

べて 300ha 減少の 6万 5千 700ha となり、地域間調整後の目標対比で

400ha の過剰作付となりました。水稲作柄は 104 とやや良となり、平

成 26 年 3月 31 日現在の水稲うるち玄米の一等米率は、全国で 79.0％

のところ、本県は 91.8％となり、昨年より質・量とも向上しています。 

 なお、県内で生産した玄米は、放射性物質の全量全袋検査が実施さ

れており、食品衛生法に定める一般食品の基準値（100 ベクレル/㎏）

を超過したものは、平成 26 年 5 月 14 日時点で 10,966,007 件中、28

件のみとなっております。しかし、大幅な需給緩和と風評の影響で、

本県産の販売進度は、大幅に遅れています。 

 本推進会議は、地域農業再生協議会等や県、市町村、ＪＡ等関係機

関・団体との連携を密にし、25 年産米の生産数量目標に係る地域間調

整に取り組み、被災された農家の所得確保と本県産米の需給調整の実

効性確保を図りました。 

 本協議会が取り組んだ生産数量目標調整は、県内方針作成者間調整

は 41,658ｔとなり、調整料金は 1,252,025,280 円となりました。 

また、25 年産政府備蓄米は本県 40,000ｔの優先枠に対して、推進

の結果、11,074ｔの落札となりました。 

さらに、国の農政改革に対応した経営所得安定対策の推進チラシと、

安全な米づくりに向け県内の農業者向けパンフレットを発行・送付し

たほか、大豆・麦等の生産体制の整備と収量・品質等の向上を図るた

め、機械の導入や肥料・農薬等資材の施用に対する助成やセミナーの

開催等を行いました。 

平成 26 年産米の生産数量目標確保に向けては経営所得安定対策等

制度変更内容と対応の考え方について説明を実施するとともに、26

年産政府備蓄米の 2万トンの本県優先枠の契約取組みと、地域間調整

の取組み等を推進しています。 

 

1



２ 事業実施状況 

 
（１） 経営所得安定対策等の周知徹底と加入促進 

事業実施事項 

日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

４月 

～３月 

 

 

農業者からの相談等に対する助言・指導の実施 

 

３月  農業者向けパンフレットの発行、送付 

・産地づくり通信第12号 

「経営所得安定対策に加入しましょう」 

 

作成部数 ８６，０００ 部 

 

（２） 地域農業再生協議会の活動支援 

事業実施事項 

日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

４月 

～３月 

 地域農業再生協議会からの相談等に対する助言・指導

の実施 

４月  農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「安全な米づくりのために」 

 

作成部数  ４３，２９５部 

（福島県営農再開支援事業補助金） 

７月  農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「２５年産米の放射性物質全量全袋検査について」 

 

作成部数  ８０，５００部 

（福島県営農再開支援事業補助金） 

３月  農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「水稲の放射性セシウム吸収抑制対策のポイント」 

（福島県営農再開支援事業補助金） 

 

・産地づくり通信第12号 

「経営所得安定対策に加入しましょう」 

 

作成部数  

 各８６，０００ 部 
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（３） ２５年産米生産数量目標の県内地域間調整の取組み推進 

事業実施事項 

日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

４月～６月 白河合同庁舎 

農業総合ｾﾝﾀｰ 

県南地区経営所得安定対策推進会議 

県中地区需給調整等に係る担当者会議 

各再生協議会への調査 ４月仮確定数量の通知 

           ５月第２回仮確定通知 

           ６月第３回確定数量の確認 

  ～９月  県内地域間調整の確定 

９月  方針作成者間調整の取り組み結果 

区    分 数 量(ｔ) 備    考 

出し手希望数量 
※42,662 

47,881 

ＪＡそうま、ＪＡふたば、
ＪＡたむら、川俣町 
 

受け手数量 46,877  

内

訳

①県内方針作成者
間調整 

※41,658 

42,055 

 

県中、県南、会津等の 
各方針作成者 

②県外方針作成者
間調整 4,822 新潟県、山形県 

差引数量（出し手超過） 1,004  

 

 

 ※印が、県水田農業産地づくり対策等推進会議が調整した数量 
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（４） 水田農業改革の促進及び担い手育成対策 

事業実施事項 

日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

４月 

 

 

 

 

 

 

 

農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「安全な米づくりのために」 

 

作成部数  ４３，２９５部 

（福島県営農再開支援事業補助金） 

７月 

 

 

 

 

 

 

 

農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「２５年産米の放射性物質全量全袋検査について」

 

作成部数  ８０，５００部 

（福島県営農再開支援事業補助金） 

１２月２５日 パルセいいざか 米政策改革説明会(県と共催で実施) 

(1)平成26年産米の生産数量目標の算定について 

(2)平成26年産米の作付けについて 

(3)米の生産調整及び経営所得安定対策の見直しに

ついて 

 

  出席者：各市町村、各市町村農業委員会、各農

業協同組合、各地域農業再生協議会、農林水

産省、東北農政局、東北農政局各地域センタ

ー、関係機関・団体、県、県推進会議事務局 

   計３４１名 

１月３０日 郡山ユラック

ス熱海 

平成２５年度米政策改革説明会(県と共催で実施) 

(1)平成26年産米の需給調整の取組推進について 

(2)平成26年産米の全量全袋検査について 

 

  出席者：各市町村、各市町村農業委員会、各農

業協同組合、各地域農業再生協議会、農林水

産省、東北農政局、東北農政局各地域センタ

ー、関係機関・団体、県、県推進会議事務局 

   計５９１名 
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日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

３月  農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「水稲の放射性セシウム吸収抑制対策のポイント」

（福島県営農再開支援事業補助金） 

 

・産地づくり通信第12号 

「経営所得安定対策に加入しましょう」 

 

作成部数 

 各８６，０００ 部 

１１月 

～１月 

県内全域 集落営農の代表者、経理担当者等の育成に対する支援

活動 

（研修項目と実施回数） 

 ・農業簿記           ４回 

 ・消費税の基本と実務      １回 

 ・農業税制           １回 

 ・リスクマネジメントと労務管理 ２回 

 
 
（５） 大豆・麦等の生産体制の整備 

事業実施事項 

日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

４月１１日 農業総合セン

ター 

大豆及びそばの放射性セシウム吸収抑制対策等説明

会の開催 

 

・大豆・麦等生産体制緊急整備事業について 

参集者：市町村、農業協同組合、農林事務所等９５名

４月 

～３月 

 大豆・麦等生産体制緊急整備事業（機械購入・リース

助成ほか）の実施 

・機械購入助成     ７件 

・機械リース助成   ３０件 

・豪雪被災地への支援  ５件 

６月 

～３月 

 

 

 

農業総合セン

ター・現地ほ場

・ホテル福島グ

リーンパレス

等 

「大豆・麦・そば安全安心生産対策セミナー」の開催

 

概要 

畑作物の収量・品質の向上を図るセミナーを年間計６

回開催 
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日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 

 

 

テーマ 

第１回：大豆300A技術と排水対策（８５名） 

第２回：難防除雑草対策（６５名） 

第３回：病害虫防除、FOEAS（６０名） 

第４回：高品質なそばの生産（５５名） 

第５回：実需者との連携と大豆の品質向上（５５名）

第６回：生産者と消費者と実需者を結ぶ（１１５名）

 

参集者：生産者、市町村、農業協同組合、農林事務所

（第６回のみ消費者、実需者）等 

 

「大豆・麦・そば安全・安心生産対策セミナー実績 

報告書」 

 作成部数   ３００部 

（大豆・麦等生産体制緊急整備事業） 

３月  農業者指導用冊子の発行、送付 

「大豆・麦・そば品質向上品質見本帳」 

作成部数  ２，０００部 

（大豆・麦等生産体制緊急整備事業） 

 

（６） 地域農業の振興及び復興再生等の取り組み 

事業実施事項 

日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

４月  農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「安全な米づくりのために」 

 

作成部数  ４３，２９５部 

（福島県営農再開支援事業補助金） 

７月  農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「２５年産米の放射性物質全量全袋検査について」

 

作成部数  ８０，５００部 

（福島県営農再開支援事業補助金） 
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日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

３月  農業者向けパンフレット等の発行、送付 

・「水稲の放射性セシウム吸収抑制対策のポイント」

（福島県営農再開支援事業補助金） 

・産地づくり通信第12号 

「経営所得安定対策に加入しましょう」 

 

作成部数  各 ８６，０００部 

 

（７） 円滑な事務執行体制の確立 

事業実施事項 

日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

５月２１日 

 

 

ＪＡ福島ビル 

 

 

平成２４年度下期内部監査 

 

監査員：２名 

出席者：県、中央会    ５名 

６月１８日 ふくしま中町会館 平成２４年度監事監査 

 

監査員：２名 

出席者：県、中央会    ６名 

７月 ２日 ＪＡ福島ビル 第１回事務局会議 

(1)平成２５年度第１回総会議案について 

 ①平成24年度事業報告および歳入歳出決算の承認

について 

②福島県水田農業産地づくり対策等推進会議 米

需給情報専門部会の設立について（案） 

(2)報告事項について 

 ①平成24年度下期内部監査の結果について 

 

出席者：推進会議各事務局担当者  計１０名 
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日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

７月 ５日 ＪＡ福島ビル 平成２５年度第１回総会 

報告事項１ 平成 24 年度下期内部監査の結果について 

議題 

議案第1号 平成24年度事業報告および歳入歳出 

 決算の承認について 

議案第２号 福島県水田農業産地づくり対策等推進会議 

米需給情報専門部会の設立について（案） 

情報交換 

 

出席者：本人出席者４名、委任状出席者３名、代理

人出席者３名  計１０名 

  （事務局６名、福島地域センター２名） 

１１月２９日 ＪＡ福島ビル 平成２５年度上期内部監査 

 

監査員：２名 

出席者：県、中央会    ６名 

１月２０日 ＪＡ福島ビル 第２回事務局会議 

(1)平成２５年度第２回総会議案について 

 ①平成２５年度歳入歳出補正予算（案）について 

②平成２６年産米の需給調整の取組推進（案）につ

いて 

 

出席者：推進会議各事務局担当者  計１０名 

１月２４日 ＪＡ福島ビル 平成２５年度第２回総会 

議案 

議案第１号 平成２５年度歳入歳出補正予算（案）に

      ついて 

議案第２号 平成２６年産米の需給調整の取組推進

  （案）について 

質疑等 

 

出席者：本人出席者８名、委任状出席者２名   

   計１０名 

  （事務局７名、福島地域センター２名） 
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日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

３月１９日 ＪＡ福島ビル 第３回事務局会議 

(1)平成２５年度第３回総会議案について 

 ①平成２６年度事業計画(案)について 

 ②平成２６年度歳入歳出予算(案)について 

 ③平成２６年度負担金の賦課及び徴収方法について  

 ④事務経費に係る費用の負担に関する協定書(案)

について 

 ⑤事務手続き等に関する付帯決議について 

 ⑥福島県水田農業産地づくり対策等推進会議事務

処理規定の一部改正について 

(2)報告事項について 

 ①報告事項１ 平成２５年度上期内部監査につい

て 

 ②報告事項２ 攻めの農業実践緊急対策補助事業

実施方針及び業務方法書について 

 ③報告事項３ 規約及び規定の一部改正について 

 ④報告事項４ 平成２６年度地域間調整の状況に

ついて 

出席者：推進会議各事務局担当者 計９名 

３月２５日 ふくしま中町

会館 

平成２５年度第３回総会 

報告事項 

報告事項１ 平成２５年度上期内部監査の結果につ

いて 

報告事項２ 攻めの農業実践緊急対策補助事業実施

方針及び業務方法書について 

報告事項３ 規約及び諸規定の一部改正について 

報告事項４ 平成２６年度地域間調整の状況について  

 

議題 

議案第１号 平成２６年度事業計画(案)について 

議案第２号 平成２６年度歳入歳出予算(案)について  

議案第３号 平成２６年度負担金の賦課及び徴収方

法(案)について 

議案第４号 事務経費に係る費用の負担に関する協

定書(案)について 

議案第５号 事務手続き等に関する付帯決議について  
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日  時 場  所 実施内容・参加者（出席者） 

議案第６号 事務処理規定の一部改正について 

出席者：本人出席者６名、委任状出席者３名、代理人

出席者１名  計１０名 

   （事務局８名、福島地域センター２名） 
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                  平成26年度    資　金  計  画  書
【収入】 （単位：円）

２６年度 実  行  予  算  内  訳

大科目 中科目 予算額 １・四 ２・四 ３・四 ４・四 備　　　　　　　　　　　　　考

831,762,000 7,000,000 9,600,000 803,600,000 11,562,000

１　補助金 水田改革補助金 17,862,000 5,000,000 3,000,000 3,000,000 6,862,000

営農再開補助金 10,200,000 0 6,000,000 0 4,200,000 *事業費再積算による

２　負担金 負担金 2,700,000 1,000,000 600,000 600,000 500,000

・福島県 1,350,000 500,000 300,000 300,000 250,000 負担割合（１３５／２７０）

・福島県農業協同組合中央会 1,350,000 500,000 300,000 300,000 250,000 負担割合（１３５／２７０）

３　地域間調整料金 地域間調整料金 800,000,000 800,000,000

４　繰越金 前年度繰越金 1,000,000 1,000,000 0 0 0

【支出】 （単位：円）

２６年度 実  行  予  算  内  訳

大科目 中科目 予算額 １・四 ２・四 ３・四 ４・四 備　　　　　　　　　　　　　考

831,762,000 7,000,000 9,600,000 803,600,000 11,562,000

１　管理費 一般管理費 21,362,000 6,800,000 3,600,000 3,600,000 7,362,000

営農再開補助金 10,200,000 0 6,000,000 0 4,200,000 *事業費再積算による

専門部会費

・飼料用米部会活動費 100,000 100,000 0 0 0

・WCS部会費 100,000 100,000 0 0 0

２　地域間調整料金 地域間調整料金 800,000,000 800,000,000

科              目

科              目

補正議案第２号 平成26年度補正予算（案）について
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